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論 文 内 容 の 要 旨

頭部外傷特に脳振盤における m icroglia の研究はきわめて少ないO 著者は猶を用いて実験的脳振卓を作

成 しその全脳にわたって H ortega 染色の自家変法による m icroglia の変化を追求することによって, 外

力の作用範囲を窺おうと試み, 次の 4 群に分けて実験を行なった｡

第 Ⅰ群 (脳挫傷) :頭頂部大脳皮質に小挫創を作りこれに m icroglia 染色を行なった｡

第Ⅲ群 (脳振塗) :頭頂部で小穿孔を開け硬膜上から空撃することによって猫に実験的脳振塗を作成 し,

その全脳にわたって N issl染色と mi croglia 染色を行なった｡

第Ⅲ群 (化学的刺激) : この群をさらに 4 群に分け, これらの動物の蜘網膜下肢に, 猫脳の抽出液の稀

釈液, 10万倍昇泉水, 猫の腎臓抽出液の稀釈液, 生理食塩水の各 1cc をそれぞれ注入 し, 12日後に m ic-

roglia の変化を追求 した｡

第Ⅳ群 (脳低酸素症) :A ,B ,C 3 群に分け, A 群は両側総頚動脈を, B 群は- 側椎骨動脈と両側総顎

動脈を, C 群はさらに両側椎骨動脈と両側総頚動脈を結染切断 した｡ 12日後にこれら猪脳の m icroglia の

変化を しらべた｡

なお m icroglia 鍍銀染色には, H ortega 染色に次のごとき変法を加えて行なった｡ (1)材料を Cajal の

プロムホルマ リン液 (8- 16oC ) に一週間固定 した後次の液 (8- 16oC ) に 2 日間浸す｡

40% 中性ホルマ リン 30cc

重炭酸ソーダ 10g

蒸滑水10cc+ 強アンモニア水 25滴

(2)凍結切片 (15J↓) は H ortega の強力炭酸銀液に移す前に蒸潜水 100cc+ 40% N aOH 5 滴に 2 - 3分間

浸す｡ (染色時染色液の温度は 17- 20oC)

実 験 結 果

第 Ⅰ群 (脳挫傷) :脳挫滅近接部に外傷後24時間ですでにアメーバ様に肥厚 した mi croglia が, また 3
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～ 4 日後には頼粒細胞が現われる｡ 外傷12日後には挫滅創やその周囲は変形せる m icroglia や砥粒細胞で

蒲される｡

第Ⅲ群 (脳振患) :N issl 染色では空撃局所以外には神経細胞の変化は認められない｡

m icroglia 染色では, 外傷初期には変化せる m icroglia は認め難いが, 外傷12日後になると空撃局所およ

びその近接部では変形せる m icroglia の増殖が著明に認められ, また空撃側の後頭葉, 側頭葉, 前頭葉,

海馬, 視床下部, 第 4 脳室底, 小脳皮質, 中脳背側部等に若干の変形と増殖が認められる｡

空撃17日後にはこれらの変化は軽度となる｡

第Ⅲ群 (化学的刺激) :脳抽出液の注入および昇京水注入例では, 注入側大脳の広範囲に及ぶ大脳皮質

深部に m icroglia の著明な変形増殖がみられたが, 腎臓抽出液や生理食塩水注入例では変化が認められな

い ｡

第Ⅳ群 (脳低酸素症) :術後 7 日までに, A 群では死亡例はないがB 群では50% が生存 し, C 群では全

例死亡 した｡ m icroglia の所見では, A 群では正常猫 と同じであったが, B 群では術後12日に前頭葉で軽

度の増殖と病的に肥厚 したわずかの m icroglia を認めた｡

結 語

(1) H ortega 染色の自家変法により, 頭部外傷における措脳の m icroglia の変化を追求 した｡ 脳挫傷で

は外傷後早期から m icroglia の変化がみられるが, 実験的脳振塗では早期に変化は認め難 く, 10- 12日後

に著明に変化がみられるo (2) 実験的脳振塩狩脳では, 外傷後 m icroglia の変化がほとんど全脳にわたっ

てみられた｡ (3) 本実験において N issl染色による神経細胞の変化が認められない所でも鍍銀染色によっ

てm icroglia の変化がみられた｡ (4) 脳抽出液の稀釈液に対する m icroglia の反応は, 他の月蔵器のそれに

比 し一般に高度である｡ よって頭部外傷における m icroglia の変化は, 損傷された脳組織より生ずる化学

的物質の刺激によるものと思われるが, なお頭部外傷における脳低酸素症の影響も一応考慮 しなければな

らないO

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

猫の実験的脳振漁の際のミクログリヤの変化を組織学的にしらべた｡ それは脳の損傷に対 して ミクログ

リヤが最も鋭敏に反応するので, これを指標として脳振漁による脳損傷が脳全般的か , 限局的かをしらべ

たのである｡

その結果脳全般にひろくミクログリヤの変化の起こっていることを知った｡ また脳の抽出液を稀釈 した

ものを駈液腔内に注入 しても, 著明なミクログリヤの変化がでるO それで, 脳外傷の時のミクログリヤの

変化は損傷された脳組織より生ずる化学物質の刺激によるものと思われるが, 外傷による脳低酸素症の影

響も一応考慮 しなければならない｡

以上本研究は学術的に立派な業績であって, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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